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水野洋一議員

　
　
　
９
月
定
例
会
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
議
員
３
名
・
７
件
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

様
似
町
開
基
２
２
０
年

　
・
町
制
施
行
70
周
年
の

　
　
　
記
念
事
業
に
つ
い
て

　９月 15 日から 16 日までの２日間に渡って開かれた、令和２年度分会計の決算審査特別委員会にて、慎重

審議の結果、一般会計・介護保険特別会計・国民健康保険事業特別会計・後期高齢者医療特別会計・下水道事

業特別会計及び水道事業会計が原案の通り認定されました。

　令和２年度一般会計の決算は、歳入総額 54 億 1,544 万 9,793 円、歳出総額 52 億 7,770 万 567 円となり、

基金残高は 14億 2,096 万 4,000 円となっています。

様似町基金（貯金）残高（Ｈ 28～Ｒ２）

様似町町債（借金）残高（Ｈ 28～Ｒ２）

16億 6,295 万 7,000 円

14 億 3,198 万 4,000 円

13 億 7,884 万 9,000 円

12 億 2,455 万 7,000 円

14 億 2,096 万 4,000 円

78 億 3,730 万 5,000 円

78 億 8,835 万 6,000 円

76 億 8,602 万 3,000 円

74 億 6,671 万円

71億 6,112 万 1,000 円

　
　
　

来
年
予
定
さ
れ
て
い
る
、

　
　

開
基
２
２
０
年
・
町
制
施
行

70
周
年
の
主
な
事
業
の
進
捗
状
況

と
、
町
制
施
行
70
周
年
事
業
計
画

等
を
検
討
す
る
際
、
町
民
の
意
見

を
聞
く
機
関
を
設
置
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
が
、
そ
の
機
関
の
概
要

と
状
況
に
つ
い
て
。

　
　
　

現
在
正
式
に
決
定
し
て
い

　
　

る
の
は
「
新
様
似
町
史
」
第

２
巻
の
発
行
の
み
で
あ
る
。　

　

ま
た
町
で
は
、
ア
イ
ヌ
政
策
推

進
交
付
金
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
各
種
ア
イ
ヌ
関
連
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
昨
年
度
交
付

金
事
業
と
し
て
合
計
９
事
業
が
採

択
さ
れ
、
令
和
４
年
度
中
に
行
わ

れ
る
事
業
も
６
事
業
ほ
ど
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、
町
制
施
行
70
周
年

事
業
を
視
野
に
入
れ
て
、
企
画
検

討
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
写
真
家

に
よ
る
ア
イ
ヌ
民
族
写
真
展
、「
ト

ン
コ
リ
」
演
奏
会
、
台
湾
原
住
民

と
の
交
流
そ
の
他
、
ア
イ
ヌ
文
化

Ｐ
Ｒ
用
動
画
作
成
、
「
旧
土
人
学

校
」
に
係
わ
る
資
料
整
理
、
ふ
る

さ
と
絵
本
・
「
様
似
昔
話
」
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
作
成
等
々
で
あ
る
。

ま
た
各
課
か
ら
は
、
国
指
定
特
別

天
然
記
念
物
「
ア
ポ
イ
岳
高
山
植

物
群
落
60
周
年
記
念
事
業
」や
「
ク

ラ
シ
ッ
ク
音
楽
演
奏
会
」
「
図
書

館
開
館
30
周
年
事
業
」
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
。
尚
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
の
共

催
事
業
、「
民
謡
を
た
ず
ね
て
」「
真

打
ち
競
演
」
「
お
母
さ
ん
と
一
緒

宅
急
便
」
と
い
っ
た
事
業
を
要
望

し
て
い
る
段
階
で
あ
る
。

　

２
点
目
の
、
事
業
計
画
等
検
討

す
る
際
、
町
民
の
意
見
を
聞
く
機

関
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
記
念
事

業
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、
意
見

を
い
た
だ
く
。
今
年
度
中
に
推
進

委
員
会
を
開
催
す
る
。

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園
の

　「
国
立
公
園
化
」
に
つ
い
て

　
　
　

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

　
　

の
国
立
公
園
化
に
つ
い
て
の

進
捗
状
況
と
、
国
立
公
園
に
昇
格

し
た
場
合
の
、
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ

リ
ッ
ト
、
課
題
及
び
国
立
公
園
に

決
定
し
た
際
、
記
念
事
業
等
の
計

画
に
つ
い
て
。

　
　
　

日
高
山
脈
襟
裳
国
定
公
園

　
　

は
、
日
高
山
脈
の
脊
梁
部
ア

ポ
イ
岳
一
帯
及
び
襟
裳
岬
か
ら
黄

金
道
路
に
か
け
て
の
海
岸
線
が
、

昭
和
56
年
に
国
定
公
園
に
指
定
さ

れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
環
境
省

に
お
い
て
は
自
然
保
護
思
想
の
醸

成
や
生
物
多
様
性
保
全
へ
の
関

心
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
利

用
の
増
加
な
ど
、
自
然
公
園
に
対

す
る
意
識
や
社
会
状
況
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
立

国
定
公
園
の
新
規
指
定
や
拡
張
の

対
象
と
な
り
得
る
候
補
地
を
選
定

す
る
目
的
で
総
点
検
を
実
施(

平

成
19
年
～
21
年)

。
結
果　

日
高

山
脈
周
辺
の
自
然
環
境
が
我
が
国

を
代
表
す
る
傑
出
し
た
も
の
で
あ

る
と
高
く
評
価
さ
れ
、
国
立
公
園

の
指
定
等
を
行
う
候
補
地
と
し
て

選
定
さ
れ
た
。
現
在
、
国
立
公
園

化
に
関
す
る
計
画
の
素
案
は
提
出

さ
れ
て
い
な
い
。

　

国
立
公
園
に
昇
格
し
た
場
合
の

メ
リ
ッ
ト
は
、
国
立
公
園
と
い
う

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
に
よ
る
公
園
利

用
者
の
増
加
、
自
然
環
境
、
施
設

整
備
交
付
金
の
補
助
率
の
か
さ
上

げ
、
国
直
轄
事
業
に
よ
り
登
山
道

や
ト
イ
レ
、ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
、

キ
ャ
ン
プ
場
等
イ
ン
フ
ラ
整
備
が

期
待
で
き
る
。
ま
た
高
山
植
物
を

始
め
と
す
る
ア
ポ
イ
岳
保
全
に
対

す
る
環
境
省
の
関
わ
り
と
連
携
が

期
待
で
き
る
。
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
は
、
土
地
利
用
等
の
許
認
可
ま

で
の
時
間
が
今
ま
で
よ
り
多
少
時

間
が
か
か
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
オ
ー
バ
ー
ユ
ー
ス(

観
光
客

等
の
入
込
客
増
加)

に
よ
る
地
域

資
源
の
劣
化
で
あ
る
。

　

課
題
①
現
在
行
わ
れ
て
い
る
国

定
公
園
区
域
内
で
の
砕
石
事
業
に

つ
い
て
で
あ
り
、
町
と
し
て
鉱
工

業
は
住
民
生
活
を
支
え
る
大
き
な

柱
で
あ
る
。
町
の
重
要
産
業
と
し

て
守
る
べ
き
も
の
と
考
え
て
い

る
。
町
は
道
と
も
連
携
し
環
境
省

に
対
し
て
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　

課
題
②
公
園
利
用
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
る
中
、
い
か
に
地
域
に

還
元
で
き
る
か
、
そ
の
方
法
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
登
山

道
の
整
備
や
携
帯
ト
イ
レ
の
普
及

推
進
、
高
山
植
物
盗
掘
防
止
の
方

策
、
交
通
ア
ク
セ
ス
の
確
保
。

　

い
ま
だ
に
そ
の
区
域
等
が
示
さ

れ
て
お
ら
ず
、
地
権
者
と
の
説
明

や
協
議
が
出
来
て
い
な
い
中
で
、

軽
々
に
発
言
す
る
こ
と
は
非
常
に

難
し
い
が
、
国
立
公
園
に
な
る
想

定
で
の
話
と
な
る
が
、
講
演
会
な

ど
の
記
念
事
業
は
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

▲　日高山脈


